
                                                              

                                   

                                  

                                 

                                   

 

 

大阪以外では初！「日本パラ陸上競技選手権大会」鳥取県開催について 

 

リオデジャネイロパラリンピック日本代表選手選考会を兼ねた「ＩＰＣ公認第２７回日本

パラ陸上競技選手権大会」が、4月 30日と 5月 1日の 2日間、鳥取市で初開催されます。リ

オへの切符をかけ全国から集結するトップアスリートの熱き戦いを是非会場でご覧ください。 

 

【第２７回日本パラ陸上競技選手権鳥取大会】 

・期  日 平成２８年４月２９日（金）～５月１日（日） ※２９日は開会式のみ 

・会  場 コカ・コーラウエストスポーツパーク陸上競技場（鳥取市布勢） 

・主  催 一般社団法人日本パラ陸上競技連盟 

・運  営 鳥取県大会実行委員会 

・実施種目 １００ｍ、２００ｍ、４００ｍ、８００ｍ、１５００ｍ、５千ｍ、１万ｍ、 

走幅跳、走高跳、三段跳、円盤投、こん棒投、砲丸投、やり投  

・参加選手 ２５０名（予定） 

・スタッフ ３２０名（予定）※役員・補助員、ボランティア等 

 

１ 大会の特徴 

（１）ＩＰＣ公認（※）の障がい者陸上の全国大会として、日本のトップレベル選手が集 

う大会。 

（２）これまでは大阪市（ヤンマースタジアム長居）でのみ開催されており、大阪以外で 

の開催は初。 

（３）鳥取大会は、リオデジャネイロパラリンピック（2016年 9月 7日から 9月 18日） 

の日本代表選手選考会となる重要な大会となる。 

（４）今回新たに会場となる陸上競技場のバリアフリー化を実施 

・ 既設階段への手すり設置、階段視認性向上のための明示テープ整備、競技場内の縁石 

ブロック除去､引戸改修などのバリアフリー補修 

・ 投てき用車椅子固定具の設置は国内初となる   

（５）これまでの大会では実施したことのない、特別支援学校及び小学校の児童・生徒に 

よる 4×100mリレーを実施。 

 

（※）ＩＰＣ（国際パラリンピック委員会）公認大会での記録は、公認記録として公認ランキン

グに反映。国際大会や海外の IPC公認大会に参加を希望する選手は、必ず、IPCに選手登

録をする必要がある。 

 

２ 大会開催の経緯 

２０２０年東京パラリンピック大会に向けた海外代表チームのキャンプ誘致に向けた取

組の一つとして、県障がい者陸上競技協会及び県障がい者スポーツ協会が、日本パラ陸上

競技連盟に対して誘致を働きかけた結果、平成２７年６月１３日、日本パラ陸上競技連盟

の理事会で、「第２７回日本パラ陸上競技選手権大会」を鳥取市で開催することが決定。 
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